











































































































































































































































































































































































































330N “ なんか” というのと　［“まじないよね”］のつながりだよね　わかるわかる
　　　　　　　　　　　　【ワキの聞き手による解説・同意発話】
331Y
332K
333N
334Y
　　　　　　　　　　　［“まじないよね”］
なんか　あ二二
うんうん
そういうの［日本語として］おかしいよね　みたいな
　（6）では、前半部分で「学科らしい話題」について自らの経験を述べるY（323、325、327）
に対して、Kが「（その意見は）関係ない」と328Kで否定的な評価を与えている。その後、発言
の不適切性を詫びる329Yに対して、　NがYの真意を代弁するような発言を行う。こうして、　N
の発話場への参与をもって、KとYの間で生じた理解の不一致は解消された。その後、　Nのサ
ポートを経て334Yで再びturnを得たYは、改めて自己補足・再掲を行うことができたのである。
　このように、二者間会話において理解の不一致がみられた場合は、先行のやりとりにおいて
ワキの聞き手であった参加者が二者の間に入り、その調整を行うことで、コミュニケーション
上の摩擦が回避されることがわかった。（6）の場合は、330Nの発話が、発言を取り下げた329Y
のポジティブフェイス（5）を満たすよう、働いていたということができるだろう。
　また、話題をとっさに転換することで、コミュニケーション上の摩擦を回避している例もみ
られた。（7）がその例である。
（7）ワキの聞き手による話題の即時的転換（Gl女性）
261T　　【大学所在県】の良さとかだよ
262C　　（3）【大学所在県】の良さ？
263T　　（2）あ　ごめん　なんでもない　すみません＝
264K ＝伝統がある 【ワキの聞き手の参与による対立構造の緩和】
265C
266T
伝統がある　うん（2）［え：：：］
　　　　　［【大学の略称】］出身の先生多いもんね
　（7）では、TとCの間に理解の不一致がみられるが（6）、　Kは、264Kで、まるでそうした不理
解はなかったかのように、話題の即時的な転換を試みている。この264Kの発話は、話題の進展
を意図しながら場の雰囲気を友好的に保つという、談話構成面とコミュニケーション面の両面
に寄与する発話であるとみなすことができる。263Tにとってみれば、ことばの足りなさによっ
て自身の発話意図を伝えることができなかったという不都合な事態から、抜け出す契機を与え
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られたことになる。つまり264Kは、場の流れを変える効力を持ち、かつTのポジティブフェイ
スを満足させる効果も持っていたということができる。
　以上、（6）、（7）より、意見の不一致や不理解が生じた際のワキの聞き手の参加は、円満な
人間関係の維持に働くと同時に、先行話題の不備の補いや話題転換においても効果を持つこと
がわかった。
6．まとめと今後の課題
　本稿では、課題解決、話し合いの進展、コミュニケーションの維持において、ワキの聞き手
が効果的に参与している場面を分析した。いずれも、ワキの聞き手の参加は、談話展開におけ
るターニングポイントとなっており、ワキの聞き手の参与が、話し合いの進展に強く関与して
いることがわかった。また、分析の結果、ワキの聞き手の参与の効果は、一つにとどまらず、
円満なコミュニケーションを指向しつつ話題を転換するというように、一つの発話が、二つの
効果を兼ね備える場合があることを確認した。さらに、ワキの聞き手がどのタイミングで参与
しているかを調べた結果、ワキの聞き手ならびにワキの聞き手を迎える側は、言語的には先行
文脈や先行発話を、非言語的には視線配布や身体の向きを手がかりにしながら、相互に参与の
タイミングを推し量っていることが理解された。
　最後に今後の課題を述べる。今後は、話し合いの開始部から終了部までの全やりとりを対象
とし、一連の話し合いにおいて四者がどのように発話を積み上げ、さらに、話し合いの過程の
中で「話し手」「マトモの聞き手」「ワキの聞き手」といった参与役割がどのように推移してい
るのかを調査したい。また、教育現場への還元として、学生自身が自分たちの話し合いを記録
した映像を視聴し、「ワキの聞き手」が担う役割の重要性に気づけるような振り返り活動を取り
入れていきたいと考える。
文字化の方法
　行頭の数字は、文字化資料に付けた発話番号、アルファベットは、話し手のイニシャルを示
す。また、発話転記の際に用いた記号は以下である。：は音の引き延ばし、［は発話の重な
り、（数字）は沈黙の秒数、hは笑い、？は上昇調イントネーション、（・・）は聞き取り不可
の発話、＝は、＝で示された発話の間に問がないこと、【】内には本来具体的な名称が述べら
れていたことを示す。
付記
　本稿は、第26回社会言語科学会研究大会（2010年9月4日　於大阪大学）発表「課題解決型
話し合いにおける多人数参加者の相互行為一第三者的な立場の参加者に注目して一」を、当日
の議論及びその後の検討をふまえて、大幅に加筆・改稿したものである。発表当日は多くの方々
に有益なコメントを頂戴した。感謝申し上げる。また、本稿は、財団法人博報児童教育振興会
による「第2回博報『ことばと文化・教育』研究助成」（研究タイトル：「日本語相談談話の談
話分析一相互行為方略・発達過程を観点に」研究代表者：星野祐子）の助成を受けている。
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注
（1）現行話題を推し進めている者が、それまでワキの聞き手であった者に対して、話し合いに
　加わるように視線を向けることがある。その際は、ワキの聞き手は、マトモの聞き手として
　フロアに認識されることになる。（2）のやりとりを参照されたい。
（2）画像を転載するにあたって、プライバシー保護のため一部加工を施している。また、矢印
　は視線の方向、丸に囲まれたアルファベットは、各自のイニシャルを表す。イニシャルは、
　談話例と一致している。以降の図についても同様。
（3）473Aに対してYは目線を下に向けながらのあいつちのみを返していた・
（4）ここでの「文学的な話」とは、日本語に関する話題を指している。
（5）Brown　and　Levinson（1987）において提唱された概念。人間の欲求を2方向に分け、人か
　ら認められたいと思う欲求をポジティブフェイス、他人に立ち入られたくない、邪魔された
　くないと思う欲求をネガティブフェイスとする。
（6）261Tの発言意図を理解できなかったCが、262Cにおいて、　Tの発話を繰り返すことで、そ
　の詳細を求めたが、Tは発言そのものを棄却して、詳細説明をすることをしなかった・
